六見橋

六見橋は下呂駅の南に位置し、飛騨川に架かっています。「六見」という名前は文字通り「六つの景色」を意味し、かつてこの見晴らしの良い場所から見えていた下呂の有名な名所を指しています。

· 弘法山
· 湯ヶ峰の夕焼け、下呂温泉の源泉
· 森水無八幡神社の大杉
· 下呂の露天風呂から立ち上る湯けむり
· 下呂富士とも呼ばれる中根山
· 温泉寺の桜

1923年に架けられた最初のつり橋は、1930年の下呂駅開業直後に弓型トラス橋に架け替えられました。駅と橋は下呂の歴史に新たな幕開けを告げました。数十年の間、この橋は駅から温泉街への唯一の直接ルートでした。 1974 年に歩行者用通路が追加されました。下呂の近代発展に影響を与えたとして、土木学会は2010年にこの橋を選奨土木遺産に選定しました。
